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公募参加予定事業者 殿  

 

回 答 書 

 

事業名称：PPA 方式による沖縄県立学校（球陽高校、大平特別支援学校）への太陽光発電設備 

     等導入事業 

 

沖縄県知事 玉城 康裕 

（公印省略） 

 

質問事項 回答 

 

【質問１】 

 PPA単価は、「原則として事業期間中におい

て一定額とし、次の参考単価をもとに提案す

る事」とありますが、「参考単価」とは何を

基準としたものか、教えて頂きたい。 

参考単価 

・球陽高校     24.50円/kWh（税込） 

・大平特別支援学校 24.50円/kWh（税込） 

 

 

【質問２】 

 「原則、参考単価を上回る場合は、県との

協議により設備工事を行わない場合がある」

と記載がありますが、どのようなケースを想

定されているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

【回答１及び２】 

 本事業は、当該校の電気料金の低減及び温

室効果ガス排出量の継続的な抑制を目的と

しております。 

PPA単価は、15年と長期にわたる契約にお

いて重要な要素であることから、その妥当性

を判断するため、当該校の実績（支払料金、

使用電力量）及び沖縄電力(株)の電気料金メ

ニューを参考に算出したところであります。 

ついては、参考単価を大幅に上回ることの

ないよう提案頂きたいと考えております。 

事業予定者の選定後は、当該提案内容をも

とに、参考単価と同程度となるよう協議した

いと考えております。 

 なお、参考単価を大幅に上回る場合は、事

業予定者として選定されないこともありま

す。 

 


